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人類は西アジアでミルク利用を 1万年
ほど前に開始し，乳文化は北アジア

や南アジアなどのユーラシア大陸乾燥地帯に不
可欠な食料資源として広まっていった。家畜を伴
った乳文化の伝播が，東西交易の礎を築いていっ
た。一方，東アジア・東南アジアの湿潤地帯には
乳文化は生活に浸透せず，日本には薬に類するも
のとして伝わり，日本独自の乳文化が発達してい
った。これが，人とミルクの 1万年の歴史であり，
乳文化の日本への道となる。

人類が家畜からミルクを搾り始めたのは，遺
跡から出土する動物骨の組成分析などから，

西アジアで 1万年ほど前のことだったと推定さ
れている。野生動物を家畜化してから，あまり時
をおかずに，人類は家畜から搾乳を開始したこと
が明らかになっている。家畜が同じだけのエサを
採食しても，肉としてよりもミルクをより多く生
産する。搾乳という行為は，人類の食料生産を飛
躍的に向上させた。また，搾乳とは，肉として家
畜を屠畜する食料生産から，家畜を生かし共存す
る食料生産への転換でもあった。搾乳の発明は，
人類の食料生産史における一大革命であったとい
えよう。それが西アジアで 1万年ほど前に開始
されたのだ。
搾乳することを発明し，ミルクを利用すること

によって，人類は家畜に生活の多くを依存するよ
うになり，牧畜という新しい生業が始まった。ミ
ルクは栄養価が高く，ミルクに大きく依存して生
活することが可能である。ミルク利用は，単なる
食料資源としてではなく，一つの生業を誕生させ
るほど重要な出来事だったのである。ただ，ミル

ク利用にも欠点がある。牧畜民は乾燥地域でヒツ
ジ・ヤギ群を主に飼養する。搾乳は 1年中おこ
なわれるわけではない。中緯度に位置するシリア
や高緯度に位置するモンゴルで飼養されるヒツ
ジ・ヤギには，季節繁殖性がある。つまり，交尾
と出産に時期があり，出産に伴う搾乳にも季節的
な偏りが生ずる。シリアでは，搾乳は 1月頃か
ら始められ，9月まで続けられる。では，ミルク
の非生産時期にはどうするか。それは，長期にわ
たりミルクを保存できる形態に加工することであ
る。牧畜民は，一定のまとまった搾乳量が得られ
ると，生乳から長期保存可能なバターオイルやチ
ーズをせっせとつくっている。ヒツジ・ヤギ群を
飼養するいずれの牧畜民も，このような長期保存
可能な乳製品を必ず加工している。ここに，ユー
ラシア大陸乾燥地帯の牧畜民が，一年を通じてミ
ルクに依存して生業を成り立たせられる秘訣があ
る。
搾乳の発明と乳加工の発達は，人類の居住域も
拡大させた。農耕地帯からより乾燥した地域へ，
人類は家畜と乳文化を伴って進出していった。よ
り自然環境の厳しい地域へと人類の居住環境を広
められたのも，家畜を殺さず，生かし留め，家畜
から常にミルクという食料を得ることができる手
段を開発できたからこそなのである。牧畜という
生業はユーラシア大陸乾燥地帯に広く伝播してい
った。人びとや家畜が行き交い，パミール高原や
チベット高原など交易の障壁となるような険しい
地でのルートを開拓し，シルクロードの礎となっ
ていったことであろう。
乳文化は，ユーラシア大陸乾燥地帯では生業の
土台として伝播したが，東・東南アジアには生活
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に不可欠な要素としては伝播しなかった。これは
一つに，ミルクに依存しなくとも食料生産が成り
立つ湿潤な生態環境が大きく関わっていたことが
考えられる。また，東・東南アジアではウシなど
の家畜は農耕用に小頭数が利用され，多頭数の群
れとしては飼養されていないことも関係している
と考えられている。ユーラシア大陸乾燥地帯とは，
ヒトと家畜との関係性が決定的に異なっているの
だ。

日本での乳利用の始まりは，少なくとも古墳
時代まで遡る。当時，大和朝廷が大陸から

新しい文化を積極的に取り入れようとしていた。
仏教が日本に伝えられたのも，この時期である。
乳製品も，日本に伝えられた新しい文化の一つで
あった。東アジアでは，乳製品は薬として取り扱
われて，五臓の働きを助け，大腸に効能があると
か，口内炎や熱感を伴う腫れものなどの病気に効
くとされた。当時の食生活においては，乳製品は
栄養価に富んだ食品であり，滋養薬として使われ
たのであろう。そんな乳文化は大衆のものではな
く，あくまで天皇など一部の貴族のためのもので
あった。つまり，日本には乳文化は，不可欠な食
料としてではなく，栄養補助食として上流層に入
ってきたのである。乳製品が大衆のものになった
のは，鎖国がとけた 1860年代以降のことである。

しかも，乳製品の生産と消費が飛躍的に伸びたの
は 1945年の敗戦以降である。

このようにミルクは，ユーラシア大陸乾燥地
帯で生業に不可欠な要素となって文化をつ

なげていった。一方，中国や日本を含む東・東南
アジアへは，当初は補助的な食品として一部の階
層に伝わったに過ぎない。ミルクから観るシルク
ロードは，乾燥地帯と湿潤地帯で大きく異なる歴
史を歩んできたといえよう。

アラブ系牧畜民のヒツジ・ヤギからの搾乳
シリア内陸部乾燥地帯にて。


